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次世代航空宇宙通信の多角的な研究 (14P21)

研究代表者 嶋本 薫

（基幹理工学部 情報通信学科 教授）

１． 研究課題

無人機（UAV）を用いた広域ネットワークにおける通信方式の提案及び、その評価を行う。

応用として各種センサーとの組み合わせを行い、新しいメディアとして再構築する。低軌道

衛星網におけるアクセス方式の構築を行う。

２． 主な研究成果

低軌道衛星を用いた光衛星通信網のシステムモデル

無人機を用いた広域センサー網システム
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オフローデイングベースでの衛星網データ転送システムの提案

上図のようなUAV及び、低軌道衛星を用いたグローバルネッとワークシステムをモデル化し、

そこでのアクセス方式を検討した。検討の結果従来方式よりも高効率なネットワークが構築可

能であることが評価できた。
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５． 研究活動の課題と展望

UAV 間通信に元ずくＵＡＶのクラスタ化や地上センサーのクラスタ化を行い、消費電力効率

の良いシステムの構築を行う予定である。


